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後
世
に
伝
え
た
い
宝
物

　
　
　
〜
高
根
編
〜

ま
ち
の
自
然

　

高
山
市
の
東
端
、
長
野
県
境
に

位
置
す
る
高
根
町
は
、
北
に
乗の
り

鞍く
ら

岳だ
け
、
南
に
御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山
と
、
二
つ
の
３
，

０
０
０
ｍ
級
の
山
に
囲
ま
れ
た
、
山

岳
景
観
の
美
し
い
地
域
で
す
。

　
御
嶽
山
の
す
そ
野
に
広
が
る
日ひ

和わ

田だ

高
原
を
中
心
と
し
た
、
飛
驒
御

嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア

は
、
文
部
科
学
省
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
強
化
拠
点
に

指
定
さ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ス
リ
ー

ト
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

野の

麦む
ぎ
峠と
う
げ

　
標
高
１
，
６
７
２
ｍ
の
野
麦
峠
に
つ
な
が
る

旧
野
麦
街
道
は
、
鎌
倉
街
道
、
江
戸
街
道
と
も

呼
ば
れ
、
飛
驒
と
信
濃
を
結
ぶ
重
要
幹
線
道
路

の
ひ
と
つ
で
し
た
。明
治
か
ら
大
正
時
代
に
は
、

製
糸
工
女
と
し
て
出
稼
ぎ
に
向
か
う
娘
た
ち
も

通
り
ま
し
た
。
生
糸
の
輸
出
を
支
え
た
女
工
史

は
、
小
説
や
映
画
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」
で
も
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
旧
街
道
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

も
な
っ
て
お
り
、
新
緑
、
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら

森
林
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
野
麦
峠
に
は
、
当
時
の
工
女
が
休
憩

し
た
お
助
け
小
屋
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、休
憩
、

食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一い
ち
位い
の
森も
り
八は
ち
ま
ん
じ
ん

幡
神
社じ
ゃ
社し
ゃ
そ
う叢

　

昭
和
50
年
６
月
26
日
、
国
指
定
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
神
社
社
叢
に
は
、
大
小
約

２
５
０
本
に
も
及
ぶ
イ
チ
イ
の
原
生
林
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
、
目

通
り
幹
周
囲
２・
８
５
ｍ
、
樹
高
10
ｍ
で
、
樹

齢
５
０
０
～
６
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
生
林
は
県
下
で
も
希
少
な
イ
チ
イ
の
森

と
し
て
地
域
住
民
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
社
は
、
養
和
元
年
（
１
１
８
１
年
）、
木き

曽そ

義よ
し
な
か仲
が
飛
驒
へ
討
ち
入
り
の
際
、
勧
か
ん
じ
ょ
う
ち
ん
さ
い

請
鎮
祭

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
８
月
13

日
の
例
大
祭
に
は
、
神し
ん
こ
う幸
、
日
和
田
神
楽
（
日

和
田
獅
子
）、
お
か
め
の
舞
、
神じ
ん
だ
い
お
ど
り

代
踊
、
祝
い

唄
「
日
和
田
め
で
た
（
三
つ
重か
さ
なり
）」
が
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

子ノ原高原からの乗鞍岳ハイランド陸上競技場と御嶽山

乗鞍岳と工女・政井みねの碑野麦峠

一位森八幡神社社叢




